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大阪狭山市の 決算公表

歳 入歳 出

市税

市債

28 億 7,798 万円

自 

主 

財 

源

依 

存 
財 
源

地方譲与税など

地方交付税

国庫支出金

195 億
1,640 万円

73 億 6,619 万円

15 億 9,930 万円

14 億 1,776 万円

32 億 109 万円

府支出金
16 億 8,354 万円

13 億 7,054 万円

使用料・
手数料など

民生費
87億5,606万円

総務費
22億3,347万円

公債費
16億7,490万円

教育費
25億8,131万円

衛生費
15億1,822円

土木費
12億669万円

消防費
7億5,250万円

議会費など 3億2,141万円

190 億
4,456万円

歳入の説明歳出の説明

■自主財源　市税、使
用料・手数料、諸収入
など、市が自ら調達で
きる財源です。歳入全
体に占める自主財源
の割合が高くなるほ
ど、財政が安定し、自
主性も高まります

■国庫・府支出金　特
定の事業を行う際に、
その経費の財源とし
て国や大阪府から支
出されるものです
■市債　主に建設事業
の資金として、国や金
融機関などから借り
入れた財源です

■議会費　議会活動のた
めの経費です
■総務費　全般的な管理
事務や本庁舎、出先機
関、戸籍、統計、徴税、選
挙など地方公共団体共
通の経費です

■教育費　幼稚園、小中学
校、社会教育、社会体育
などのための経費です
■民生費　障がい者・高
齢者・児童福祉、生活保
護など一定水準の生活と
安定した社会生活を保障
するための経費です

■衛生費　保健衛生、ごみ・
し尿処理など住民が健康
で衛生的な生活環境を保
持するための経費です
■農林水産業費　農業振興
などのための経費です
■商工費　商工の振興や就労
支援などのための経費です

■土木費　道路橋
きょうりょう

梁・河
川・都市計画・公園整備
などのための経費です
■消防費　消防や救急活
動のための経費です
■公債費　借り入れた地
方債（市債）を返済する
ための経費です

■依存財源　国や都道府県
から定められた額を交付
される国庫・府支出金、
地方交付税、市債などの
財源です
■市税　市に納められる税
金で、全体の約９割が市
民税と固定資産税です

■地方譲与税　国税として徴
収した税金を国から地方公
共団体に譲与されるもので
す
■地方交付税　一定の行政
サービスの水準を維持す
るために国から交付され
るものです

区分 歳入合計（A) 歳出合計（B) 差引（A－ B）
一般会計 19,516,404,633 19,044,559,293 471,845,340

特
別
会
計

国民健康保険 7,923,179,254 7,213,807,528 709,371,726
介護保険 4,691,775,361 4,513,909,681 177,865,680

後期高齢者医療 927,305,663 887,804,176 39,501,487
池尻財産区 51,050,292 51,050,292 0
半田財産区 7,348,290 7,348,290 0
東野財産区 3,246,469 3,246,469 0
今熊財産区 4,455 4,455 0
特別会計　計 13,603,909,784 12,677,170,891 926,738,893
合計 33,120,314,417 31,721,730,184 1,398,584,233

　一般会計は、地方公共団体の会計の中心となるもので、基本的な行
政運営経費を経理しています。特別会計は、特定の事業の歳入と歳出
を一般会計とは区別して、個別に経理する会計です。

一般会計と特別会計

　一般会計の歳出の総額は190億4,456万円でし
た。民間保育園建設のための補助金や放課後児童
会のプレハブ教室建設工事費などの増加に伴い、
前年度より3億6,600万円増加しています。歳出
の内訳を目的別に見ると、民生費（障がい者・高齢
者・児童福祉・生活保護などの経費）が87億5,606
万円と、もっとも大きな割合を占めています。民
生費は、少子高齢化の進展などにより今後も増加
が見込まれ、市税収入の大幅な伸びが期待できな
いことを考慮すると、市の財政状況は依然として
厳しいものとなっています。

　一般会計の歳入の総額は195億1,640万円でし
た。自主財源の主なものは市民税や固定資産税な
ど市民の皆さんが納めた市税で、73億6,619万円
でした。これは歳入全体の37.7％を占めていま
す。そのほか、一定の行政サービスの水準を維持
するために国から交付される地方交付税が28億
7,798万円、特定の事業を行う際にその経費の財
源として国から支出された国庫支出金や府支出金
が48億8,463万円、国や銀行などから借り入れ
た市債（借金）が15億9,930万円で、歳入の大部
分はこれらの財源で構成されています。平成29
年度は、市税収入が微増となったほか、地方交付
税や国庫支出金、府支出金などの増加もあり、前
年度より３億３,800万円増加しました。参考　平成28年度内訳　市税：73億6,084万円　

地方交付税：27億9,643万円　国庫支出金：31億548万円　
府支出金：13億3,511万円

　平成29年度決算が、議会で審議され認
定されました。市民の皆さんが納めた税
金がどのように使われ、また、市の財政
がどのような状況にあるのかをお知らせ
します。

市民１人あたりの借入金と預貯金

　借入金（地方債）と預貯金（基金）の状況は、右図
のとおりです。近隣市と比較して、平成29年度
末の預貯金と借入金を市民１人あたりで表してい
ます。借入金は、小中学校や道路などの整備の
ために借り入れたもので、市民１人あたり28万
5,928円となっています。預貯金は財政の健全化
に取り組み、生み出した財源を将来に備えて積み
立てたものです。使い道が決まっていない財政調
整基金と使い道が決まっているその他の目的基
金を合わせると、市民１人あたり6万6,208円と
なっています。 0 50,000 100,000 150,000 200,000 250,000 300,000

大阪府内市町村計

河内長野市

富田林市

大阪狭山市

[ 単位 : 円 ]

（借入金） （預貯金） （使い道が決まっている預貯金）

【5,313,390 人】

【107,280 人】

【112,931 人】

【58,232 人】

（除政令市）

その他の目的基金財政調整基金地方債現在高

285,928 円

252,077 円

297,086 円

54,288 円

32,734 円

32,976 円

11,920 円

62,175 円

36,331 円

66,208 円

94,909 円

69,307 円

[人口：平成30年1月1日現在 ]

292,312 円

28,631 円
39,678 円

68,309 円

問い合わせ　財政グループ

 歳 出 歳 入

【単位：円】

特集　平成 29年度決算公表
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財政の弾力性を判断する指標～経常収支比率～
単位／％

全国市町村平均

大阪府内市町村平均

河内長野市

富田林市

大阪狭山市

29 年度28 年度27 年度26 年度

全国市町村平均

大阪府内市町村平均

河内長野市

富田林市

大阪狭山市

29 年度28 年度27 年度26 年度

全国市町村平均

河内長野市

大阪府内市町村平均

富田林市

大阪狭山市

[ 単位：％]

90
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105105

26 年度 27年度 28年度 29年度
大阪狭山市 98.0 93.9 97.6 95.1
富田林市 97.3 94.0 94.9 96.4
河内長野市 103.9 96.4 99.1 99.0

府内市町村平均
（除政令市） 95.9 94.4 96.9 96.9
全国市町村平均 91.3 90.0 92.5
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健全化判断比率

財政の健全度を判断する指標

財政再生基準

20.00%

30.00%

35.00%

早期健全化基準

13.09%

18.09%

25.00%

350.00%

大阪狭山市の状況

該当なし（△4.03％）

該当なし(△27.66％）

3.00%

該当なし（△1.30％）

健全化判断比率

①実質赤字比率

②連結実質赤字比率

③実質公債費比率

④将来負担比率

資金不足比率 水道事業会計 下水道事業会計
事業規模①［千円］ 1,081,029 929,223
資金不足額② － －
資金不足比率②／① 該当なし 該当なし
経営健全化基準［％］ 20.00 20.00

資金不足比率

　市は左表の４つの指標すべてで「早期健
全化基準」と「財政再生基準」を下回ってお
り、財政状況は健全であると言えます。4
つの指標（左表の①～④）のいずれかが早期
健全化基準を超えると「早期健全化団体」と
なり、財政健全化計画を策定し、自主的な
改善努力による財政の健全化に取り組むこ
とになります。さらに比率が悪化し、財
政再生基準を超えると「財政再生団体」とな
り、財政再生計画を策定し、国などの関与
による確実な財政の再生に取り組むことに
なります。

　資金不足比率とは、「資金不足額」を「事
業の規模」と比較し、経営の深刻度を示す
もので、資金不足比率が経営健全化基準

（20％）を超えると、経営健全化計画を策
定しなければなりません。市の水道事業
会計と下水道事業会計は資金不足を生じ
ていないため、資金不足比率は該当あり
ません。

　平成 19 年 6 月に定められた「地方公共団体の財政の健全化に
関する法律」により、地方公共団体は毎年、健全化判断比率（4
つの指標）を公表しています。また、水道事業会計と下水道事業
会計については、資金不足比率を公表しています。

　経常収支比率とは、人件費・扶助費・公債
費といった支払う義務のある経費（義務的
経費）や公共施設の維持管理経費など、毎
年固定的に支出しなければならない経費

（経常的経費）に市税や国から交付される地
方交付税など、毎年決まって入ってくる収
入（経常的収入）をどの程度充てているかを
見る比率です。
　この比率は、値が低いほど、自由に使え
るお金も多いため、柔軟で弾力的な財政運
営ができます。反対に、比率が高くなるほ
ど、新しい事業や公共施設の整備などの投
資的な経費へ充てるお金が少なくなり、弾
力性が低くなります。
　平成29年度の経常収支比率は 95.1％で、
前年度より 2.5ポイント改善しましたが、
全国市町村平均と比較すると、依然弾力性
が低い状態にあります。

広域水道の受水費用など
6億4,603万円

メーター検針費用など
1億2,297万円

企業債の利息
3,923万円
減価償却費
2億3,233万円
その他
6,149万円

水道料金
10億8,314万円 水道管の維持管理費用

6,473万円

長期前受金戻入など
　2億401万円

支出
11億6,678万円12億8,715万円

収入

建設改良費

　

2億3,303万円

企業債の償還金
1億1,542万円

その他
88万円

企業債
　1億3,800万円

給水工事に伴う分担金
　  6,417万円

工事負担金など
　    255万円

支出
３億4,933万円２億472万円

収入

流域下水道に係る費用
2億8,483万円

管きょに係る費用
7,109万円
企業債の利息
1億7,681万円

減価償却費
9億5,101万円
その他
1億2,795万円

長期前受金戻入など
　  6億2,886万円

下水道使用料
　9億2,237万円

ポンプ場に係る費用
3,146万円

市からの繰入金
　1億961万円

支出
16億4,315万円16億6,084万円

収入

建設改良費
　

3億1,186万円

企業債の償還金
7億6,137万円

企業債
　3億8,040万円
市からの繰入金
2億1,508万円

国庫補助金
　    1億100万円

その他
3,563万円

支出
10億7,323万円７億3,211万円

収入

水道事業

下水道事業

　平成 29年度末の上水道を使用している給水戸数は 2万 6,520 戸で前年度に比べ 556
戸の増加、年間総給水量は 637万 1,710 ㎥で前年度に比べ 7万 2,952 ㎥の減少となり
ました。決算の概要は下図のとおりです（消費税込み）。　

　平成 29年度末の下水道の整備が完了している面積は 878.14ha で、年間有収水量
は 620万 1,635 ㎥で前年度に比べ１万 2,470 ㎥の減少となりました。決算の概要は
下図のとおりです（消費税込み）。

収益的収支（水道水を供給するための決算） 資本的収支（建設投資などの決算）

収益的収支（維持管理などの決算） 資本的収支（建設投資などの決算）

■実質赤字比率　一般会計など（普通会計）を対象と
した実質赤字の標準財政規模に対する比率です
■連結実質赤字比率　全会計を対象とした実質赤字
（または資金の不足額）の標準財政規模に対する
比率です
■実質公債費比率　一般会計などが負担する元利償
還金などの標準財政規模に対する比率です
■将来負担比率　一般会計などが将来負担すべき実
質的な負債額の標準財政規模に対する比率です
■標準財政規模　国から見た市町村の財政的な規模
を表します
■普通会計　地方財政統計上、地方公共団体間の財政
比較などのために用いられる統一的な会計区分です

用語の解説

問い合わせ　経営企画グループ

　
「
わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
の
報
告
書
」は
、市
が

実
施
し
た
事
務
事
業（
仕
事
）の
概
要
を
、図
や

写
真
、グ
ラ
フ
な
ど
を
用
い
て
、市
民
の
皆
さ
ん

に
よ
り
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め
に
作
成
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
報
告
書
は
市
役
所
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
連
絡
所
、図
書
館
で
閲
覧
で
き

ま
す
。ま
た
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て

い
ま
す
。希
望
者
に
は
、
１
冊
5
０
０
円
で
販

売
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
企
画
グ
ル
ー
プ

平成 29 年度上下水道事業決算

特集　平成 29年度決算公表
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平
成
29
年
度
主
要
事
業

●
　
新
規
事
業

◎
　
一
部
新
規
事
業

○
　
継
続
事
業

○
地
区
集
会
所
建
設
補
助
金
事
業

６
５
３
万
６
千
円

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
促
進
す
る
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
拠
点
で
あ
る
地
区
集
会
所
の
整
備
費
を
助
成
し
ま

し
た
。

○
南
中
学
校
区
円
卓
会
議
交
付
金
事
業

　
　

４
７
１
万
５
千
円

　

高
齢
者
の
健
康
増
進
に
対
す
る
意
識
を
高
め
る
た
め
の
元

気
体
操
や
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
交
流
を
図
る
た
め
の
元
気

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
開
催
、
地
域
の
安
全
・安
心
を
維
持
す
る
た

め
、
ひ
っ
た
く
り
な
ど
の
街
頭
犯
罪
防
止
の
啓
発
、
青
色
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
、
災
害
時
の
避
難
所
開
設
図
上
訓
練
な
ど
を
実
施

す
る
た
め
の
交
付
金
を
交
付
し
ま
し
た
。

○
第
三
中
学
校
区
円
卓
会
議
提
案
事
業

　

１
７
８
万
２
千
円

　

地
域
内
で
活
動
す
る
様
々
な
団
体
や
個
人
が
気
軽
に
交
流
で

き
る
場
を
提
供
す
る
た
め
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
交
流
会
、
夏

ま
つ
り
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
魅
力
を
再
発
見
す
る

た
め
、
三
中
円
卓
マ
ッ
プ
を
利
用
し
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
実
施

し
ま
し
た
。
ま
た
、
菜
の
花
い
っ
ぱ
い
運
動
や
休
耕
地
を
活
用

し
た
フ
ラ
ワ
ー
ガ
ー
デ
ン
の
推
進
な
ど
、
地
域
が
一
体
と
な
っ

た
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
し
た
。

○
狭
山
中
学
校
区
円
卓
会
議
提
案
事
業

３
５
１
万
４
千
円

　
校
区
内
の
親
睦
、
交
流
を
図
り
な
が
ら
地
域
住
民
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、「
さ
や
り
ん
ピ
ッ
ク
」や「
地
域

文
化
祭
」を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
地
域
美
化
運
動
や
福
祉
・教

育
に
関
す
る
活
動
を
実
施
し
た
ほ
か
、
地
域
の
防
災
・防
犯
意

識
を
高
め
る
た
め
の
活
動
、
地
域
情
報
誌
の
発
行
や
講
演
会
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

●
ま
ち
づ
く
り
円
卓
会
議
条
例
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
事
業

１
２
８
万
７
千
円

　

大
阪
狭
山
市
ま
ち
づ
く
り
円
卓
会
議
条
例
の
施
行
か
ら
５
年

が
経
過
す
る
こ
と
か
ら
、
条
例
見
直
し
の
必
要
性
を
検
討
す
る

資
料
と
す
る
た
め
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

●
市
制
施
行
30
周
年
記
念
事
業　

６
２
１
万
７
千
円

　
昭
和
62
年
の
市
制
施
行
か
ら
30
周
年
の
節
目
を

迎
え
る
こ
と
を
祝
し
、
記
念
式
典
を
は
じ
め
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
全
国
放
送
公
開
番
組「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
」な

ど
、
様
々
な
記
念
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

●
市
勢
要
覧（
市
制
施
行
30
周
年
記
念
誌
）作
成

事
業

４
５
８
万
円

　
市
の
魅
力
や
施
策
な
ど
を
市
内
外
に
向
け
発
信
し
て
い
く
た
め
、

市
勢
要
覧
お
よ
び
市
制
施
行
30
周
年
記
念
誌
を
作
成
し
ま
し
た
。

●
人
権
に
関
す
る
市
民
意
識
調
査
事
業

１
８
３
万
６
千
円

　
市
に
お
け
る
人
権
課
題
を
把
握
し
、
人
権
啓
発
推
進
事
業
に
反

映
す
る
た
め
、人
権
に
関
す
る
市
民
意
識
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

●
地
域
生
活
支
援
拠
点
整
備
事
業

２
９
９
万
４
千
円

　
障
が
い
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
切
れ
目
な
く
提
供
で
き
る
仕
組
み
を

構
築
す
る
た
め
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
の
体
験
利
用
や
緊
急
時
の
受
け
入
れ
・対
応
な
ど
の
支

援
を
地
域
の
事
業
者
が
機
能
を
分
担
し
て
行
う
体
制
を
、
富
田

林
市
、
河
内
長
野
市
と
共
同
で
整
備
し
ま
し
た
。

●
第
３
次
障
が
い
者
計
画
お
よ
び
第
５
期
障
が

い
福
祉
計
画
・
第
１
期
障
が
い
児
福
祉
計
画
策

定
事
業

２
７
６
万
５
千
円

　
平
成
30
年
度
を
始
期
と
す
る
障
が
い
者
の
た
め
の
施
策
に
関

す
る
基
本
計
画
と
な
る「
第
３
次
大
阪
狭
山
市
障
が
い
者
計
画
」

と
、
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体
制
の
確
保
と
円
滑
な
事

業
の
実
施
に
関
す
る
方
策
を
定
め
る「
第
５
期
大
阪
狭
山
市
障

が
い
福
祉
計
画
」、「
第
１
期
大
阪
狭
山
市
障
が
い
児
福
祉
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

●
産
後
ケ
ア
事
業

２
万
７
千
円

　
出
産
後
間
も
な
い
産
婦
と
乳
児
の
生
活
を
支
援
す
る
と
と
も

●
市
内
公
園
・緑
道
照
明
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業

９
９
５
万
４
千
円

　

利
用
者
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
施
設
づ
く
り
と
低
炭
素
社

に
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整
備

す
る
た
め
、
産
科
医
療
機
関
に
お
い
て
、
宿
泊
や
日
帰
り
で
助

産
師
に
よ
る
産
婦
の
心
身
ケ
ア
や
授
乳
指
導
、
育
児
相
談
な
ど

を
実
施
し
ま
し
た
。

○
保
健
セ
ン
タ
ー
設
備
等
更
新
・改
修
事
業

　

１
３
９
９
万
２
千
円

　
市
民
が
よ
り
快
適
に
利
用
で
き
る
施
設
を
め
ざ
し
、
保
健
セ

ン
タ
ー
の
老
朽
化
し
た
備
品
を
更
新
す
る
と
と
も
に
、
ト
イ
レ

を
和
式
か
ら
洋
式
に
す
る
な
ど
の
改
修
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

●
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
施
設
改
修
事
業

４
６
６
万
１
千
円

　
高
齢
者
の
能
力
を
生
か
し
た
活
力
あ
る
地
域
社
会
づ
く
り
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
置
し
て
い
る
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、

事
務
所
の
一
部
を
増
築
す
る
改
修
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

○
子
ど
も
医
療
対
策
事
業　
　１

億
９
０
０
４
万
２
千
円

　
子
育
て
支
援
を
よ
り
一
層
推
進
し
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
成

長
を
さ
ら
に
促
進
す
る
た
め
、
中
学
３
年
生
ま
で
の
医
療
費
の

一
部
を
助
成
し
ま
し
た
。

○
学
校
図
書
館
図
書
整
備
事
業

５
０
０
万
円

　
児
童
生
徒
の
主
体
的
な
学
習
活
動
を
支
え
、
読
書
活
動
を
通

じ
て
子
ど
も
の
人
格
形
成
や
情
操
を
育
む
場
と
し
て
、
学
校
図

書
館
の
図
書
の
購
入
・整
備
を
行
い
ま
し
た
。

◎
英
語
教
育
支
援
事
業
　　

２
２
６
５
万
７
千
円

　

生
徒
の「
聞
く
・話
す
・読
む
・書
く
」の
４
技
能
の
向
上
を
図
る

た
め
、
市
内
の
中
学
校
に
Ａ
Ｌ
Ｔ（
外
国
語
指
導
助
手
）を
配
置
す

る
と
と
も
に
、
中
学
生
全
員
に
実
施
し
て
い
る
ス
コ
ア
型
英
語

能
力
判
定
テ
ス
ト
に
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
テ
ス
ト
検
定
を
加
え
る
な

ど
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
で
き
る
英
語
教
育
の
充
実
を
図
り

ま
し
た
。

○
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
推
進
事
業

７
０
１
万
２
千
円

　
確
か
な
学
力
の
向
上
を
め
ざ
し

て
、
子
ど
も
の
学
習
意
欲
と
学
習

効
果
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
た
授

業
研
究
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

●
ふ
る
さ
と
狭
山
発
見
事
業

56
万
６
千
円

　
生
徒
の
郷
土
に
対
す
る
理
解
を
深
め
郷
土
を
大
切
に
し
よ
う

と
す
る
愛
着
心
を
育
む
た
め
、「
ふ
る
さ
と
狭
山
発
見
」を
テ
ー

マ
と
し
た
防
災
学
習
講
演
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

会
の
構
築
に
向
け
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
効
率
的
な
利
用
推
進
を
目

的
と
し
て
、
市
内
の
公
園
や
緑
道
の
照
明
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
計

画
的
に
進
め
ま
し
た
。

●
住
宅
用
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
設
備
導
入

費
補
助
事
業

５
０
０
万
円

　
市
民
の
積
極
的
な
地
球
温
暖
化
対
策
の
取
り
組
み
を
促
進
す

る
た
め
、太
陽
光
発
電
を
は
じ
め
、燃
料
電
池
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー

シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
蓄
電
池
シ
ス
テ
ム
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

設
備
導
入
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
し
た
。

○
ご
み
減
量
対
策
推
進
事
業　
　

１
７
２
８
万
２
千
円

　

資
源
ご
み
の
再

資
源
化
に
向
け
た

分
別
を
徹
底
し
、

ご
み
を
排
出
抑
制

す
る
た
め
、
缶
・び

ん
を
回
収
す
る
た

め
の
リ
サ
イ
ク
ル

ボ
ッ
ク
ス
を
更
新

し
ま
し
た
。

●
み
ど
り
の
基
本
計
画
改
訂
事
業

９
９
９
万
円

　
平
成
13
年
度
に
潤
い
と
安
ら
ぎ
の
あ
る
緑
豊
か
な
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
、
策
定
し
た「
大
阪
狭
山
市
み
ど
り
の
基
本

計
画
」を
改
訂
し
ま
し
た
。

○（
仮
称
）今
熊
市
民
の
森
整
備
事
業

57
万
２
千
円

　
平
成
24
年
度
に
策
定
し
た「（
仮
称
）今
熊
市
民
の
森
基
本
計

画
」に
基
づ
き
、
自
然
環
境
を
保
全
し
つ
つ
散
策
者
が
憩
い
の

場
と
し
て
利
活
用
で
き
る
よ
う
に
緑
地
の
確
保
お
よ
び
整
備
を

行
い
ま
し
た
。

と
も
に
学
び 
世
代
を
つ
な
い
で

人
を
育
む
ま
ち

４

健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら

れ
る 

思
い
や
り
の
あ
る
ま
ち
２

大
阪
狭
山
ら
し
さ
を
創
出
す
る

自
立
と
協
働
の
ま
ち

１

人
と
自
然
が
共
生
す
る

環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち

３
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◎
防
犯
活
動
推
進
事
業

７
３
２
万
４
千
円

　
地
域
防
犯
活
動
へ
の
支
援
を
強
化
す
る
た
め
、
街
頭
防
犯
カ

総
合
学
術
調
査
委
員
会
の
指
導
の
も
と
、
狭
山
池
の
さ
ら
な
る

活
用
を
進
め
、
未
来
へ
引
き
継
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
保
存
活

用
計
画
の
策
定
を
行
い
ま
し
た
。

●
北
条
五
代
観
光
推
進
協
議
会
関
係
事
業14

万
８
千
円

　
市
の
歴
史
文
化
遺
産
で
あ
る
狭
山
藩
北
条
氏
の
活
用
を
進
め

る
た
め
、
神
奈
川
県
小
田
原
市
な
ど
13
の
自
治
体
で
構
成
す
る

北
条
五
代
観
光
推
進
協
議
会
へ
加
盟
し
、
狭
山
藩
北
条
氏
の
先

祖
に
あ
た
る
小
田
原
北
条
氏
に
ゆ
か
り
の
あ
る
市
町
と
と
も
に

そ
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
し
ま
し
た
。

●
子
育
て
情
報
提
供
事
業

６
４
８
万
円

　

市
内
の
子
育
て
に
関
す

る
情
報
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な

ど
で
見
る
こ
と
が
で
き
、
か

つ
、
子
ど
も
の
年
齢
に
応

じ
た
情
報
の
プ
ッ
シ
ュ
通

知
が
可
能
と
な
る
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
作
成
・配
信

し
ま
し
た
。

○（
仮
称
）第
２
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

１
億
２
０
５
６
万
５
千
円

　
子
育
て
家
庭
の
孤
立
化
が
進
む
中
、
就
学
前
の
親
子
を
対
象

に
子
育
て
に
対
す
る
相
談
・助
言
や
子
育
て
サ
ー
ク
ル
へ
の
支

援
、
保
護
者
同
士
の
交
流
の
場
な
ど
を
提
供
す
る
た
め
、（
仮
称
）

第
２
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
実
施
設
計
を
行
い
、
工
事
に
着

手
し
ま
し
た
。

●
市
立
幼
稚
園
等
３
歳
児
保
育
事
業５

７
８
万
３
千
円

　
子
育
て
施
策
の
充
実
を
図
る
た
め
、
市
立
幼
稚
園
お
よ
び
市

立
こ
ど
も
園
で
３
年
保
育
を
開
始
し
ま
し
た
。

○
給
食
セ
ン
タ
ー
施
設
改
修
事
業　
　

２
億
３
４
６
９
万
６
千
円

　
安
全
・安
心
な
学
校
給
食
を
提
供
す
る
た
め
、
供
用
開
始
か

ら
40
年
が
経
過
し
た
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
施
設
・設
備
を
更

新
し
ま
し
た
。

●
放
課
後
児
童
会
施
設
整
備
事
業

１
億
２
６
１
８
万
２
千
円

　
放
課
後
児
童
会
の
入
会
希
望
児
童
数
の
増
加
に
伴
い
、
北
放

課
後
児
童
会
施
設
を
新
設
し
ま
し
た
。
ま
た
、
受
け
入
れ
体
制

の
充
実
を
図
る
た
め
、
ほ
か
の
児
童
会
で
も
大
型
備
品
を
更
新

し
ま
し
た
。

●
ラ
ジ
オ
体
操
会
事
業

29
万
１
千
円

　

市
民
が
健
康
で
豊
か
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
ま

た
、
大
阪
狭
山
市
市
制
施
行
30
周
年
を
記
念
し
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
夏
季

巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

○
郷
土
資
料
館
特
別
展
示
事
業　
　

４
７
７
万
円

　

市
の
歴
史
に
対
す
る
理
解
と
郷
土「
狭
山
」へ
の
愛
着
と
誇
り

を
育
み
、
歴
史
文
化
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
奈
良
時
代
に
狭
山
池
院
、
尼
院
を
建
立
し
、
狭
山

池
の
改
修
な
ど
を
行
っ
た
行
基
菩
薩
を
紹
介
す
る
特
別
展
を
開

催
し
ま
し
た
。

○
歴
史
文
化
基
本
構
想
策
定
事
業　
　７

５
２
万
３
千
円

　

歴
史
文
化
を
生
か
し
た
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す「
大
阪
狭

山
市
歴
史
文
化
基
本
構
想
」の
策
定
を
進
め
ま
し
た
。

○
狭
山
池
の
魅
力
発
見
活
用
事
業

７
９
６
万
９
千
円

　

狭
山
池
が
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
狭
山
池

○
市
立
幼
稚
園
施
設
改
修
事
業１億

６
２
８
３
万
３
千
円

　
子
ど
も
た
ち
が
快
適
に
施
設
を
利
用
で
き
る
よ
う
、
市
立
幼

稚
園（
東
幼
稚
園
、
半
田
幼
稚
園
、
東
野
幼
稚
園
）の
ト
イ
レ
改

修
お
よ
び
空
調
設
備
の
新
設
工
事
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

●（
仮
称
）さ
や
ま
西
こ
ど
も
園
用
地
拡
張
事
業　

１
５
３
７
万
３
千
円

　
平
成
29
年
度
末
で
廃
園
と
な
っ
た
西
幼
稚
園
を
幼
保
連
携
型

認
定
こ
ど
も
園
と
し
て
整
備
す
る
に
あ
た
り
、
隣
接
地
を
購
入

し
、
整
備
用
地
を
拡
張
し
ま
し
た
。

●
保
育
所
整
備
事
業　

２
億
３
０
３
１
万
１
千
円

　

待
機
児
童
の
解
消
を
図
る
た
め
に
、
池
尻
地
区
に
定
員

１
０
５
人
の「
池
尻
な
な
保
育
園
」を
開
設
し
、
事
業
の
円
滑
な

推
進
に
向
け
て
、
事
業
主
体
で
あ
る
社
会
福
祉
法
人
を
支
援
し

ま
し
た
。

●
二
ヶ
国
語
併
記
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
作
成
事
業

62
万
６
千
円

　

在
住
外
国
人
や
市
を
訪
れ
る
外
国
人
が
、
安
心
し
て
快
適
に

過
ご
せ
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
市
内
の
公
共
施
設
な

ど
を
紹
介
す
る
英
語
訳
、
韓
国
・朝
鮮
語
訳
、
中
国
語
訳
そ
れ

ぞ
れ
を
併
記
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。

メ
ラ
の
設
置
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
と
と
も
に
、
市
内
主
要

駅
な
ど
に
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、
防
犯
環
境
の
充
実
を

図
り
ま
し
た
。
ま
た
、
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止
対
策
と
し
て
、

自
動
通
話
録
音
装
置
の
貸
与
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。

●
防
災
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
事
業

８
万
４
千
円

　

市
民
の
防
災
意
識
の

高
揚
を
図
る
た
め
、
市

内
の
幼
稚
園
児
、
こ
ど

も
園
児
、
小
・中
学
生
を

対
象
に
防
災
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施

し
、
応
募
の
あ
っ
た
全

１
１
９
作
品
を
Ｓ
Ａ
Ｙ

Ａ
Ｋ
Ａ
ホ
ー
ル
に
展
示

し
ま
し
た
。

●
指
定
避
難
所
等
表
示
板
更
新
事
業

28
万
円

　
内
閣
府
か
ら
示
さ

れ
た「
災
害
種
別
図

記
号
に
よ
る
避
難
場

所
表
示
の
標
準
化
の

取
組
に
関
す
る
通

知
」に
基
づ
き
、
指

定
避
難
所
の
表
示
板

を
よ
り
わ
か
り
や
す

い
も
の
に
更
新
し
ま

し
た
。

○
自
主
防
災
組
織
育
成
事
業

38
万
１
千
円

　
市
民
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
自
主
防
災
組
織
へ
資
機
材
を
貸
与
し
ま

し
た
。

○
自
主
防
災
組
織
活
動
支
援
事
業

89
万
５
千
円

　
自
主
防
災
組
織
を
支
援
し
地
域
防
災
力
を
高
め
る
た
め
、
防

災
資
機
材
の
購
入
費
や
防
災
活
動
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し

ま
し
た
。

○
道
路
拡
幅
整
備
等
事
業

２
０
５
０
万
円

　
市
内
の
交
通
の
円
滑
化
や
、
市
民
が
安
全
で
快
適
な
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
狭き

ょ
う
あ
い隘

道
路
を
拡
幅
す
る
な
ど
、
交
通

環
境
を
改
善
し
ま
し
た
。

○
火
葬
炉
改
修
事
業　
　

１
９
９
４
万
８
千
円

　
今
後
の
火
葬
需
要
の
増
加
に
対
応
可
能
な
冷
却
施
設
を
備
え

た
火
葬
炉
の
導
入
や
収
骨
室
な
ど
の
諸
室
を
確
保
す
る
た
め
、

火
葬
炉
改
修
工
事
に
向
け
た
設
計
業
務
を
行
い
ま
し
た
。

○
消
防
車
両
等
整
備
事
業　
　

４
５
４
７
万
９
千
円

　
各
種
災
害
活
動
を
実
施

す
る
に
あ
た
り
、
消
防
・

救
急
車
両
を
安
全
か
つ
効

果
的
に
運
用
す
る
た
め
、

高
規
格
救
急
車（
１
台
）お

よ
び
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付

積
載
車（
２
台
）を
更
新
し

ま
し
た
。

○
公
共
下
水
道（
汚
水
・雨
水
）整
備
事
業

２
億
５
４
６
３
万
円

　
東
野
中
継
ポ
ン
プ
場
の
長
寿
命
化
事
業
や
汚
水
整
備
事
業
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
近
年
の
集
中
豪
雨
な
ど
に
よ
る
浸
水
被

害
か
ら
市
民
の
財
産
を
守
る
た
め
、
速
や
か
な
雨
水
排
除
が
で

き
る
効
率
的
な
雨
水
幹
線
管か

ん
き
ょ渠

の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

老
朽
化
し
た
雨
水
幹
線
の
耐
震
化
を
進
め
ま
し
た
。

●
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
事
業

13
万
５
千
円

　
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
利
用
を
さ
ら
に
促
進
す
る
た
め
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
の
寄
付
の
申
し
込
み
や
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
に
よ
る
納
付
機
会
の
拡
充
を
図
り
ま
し
た
。
ま
た
、

市
に
１
万
円
以
上
の
寄
付
を
し
て
い
た
だ
い
た
市
外
の
人
に

対
し
、「
さ
や
ま
の
え
え
も
ん
」を
返
礼
品
と
し
て
贈
呈
し
ま

し
た
。

●
住
民
情
報
シ
ス
テ
ム
更
新
事
業８

４
４
７
万
３
千
円

　
住
民
情
報
シ
ス
テ
ム
を
安
定
的
に
運
用
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
と
事
務
の
効
率
化
に
努
め
る
た
め
、
機
器
を
更
新
し
ま

し
た
。

●
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
推
進
事
業

１
１
３
４
万
円

　

平
成
27
年
度
に
策
定
し
た「
大
阪
狭
山
市
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
」の
推
進
に
あ
た
り
、
施
設
所
管
部
署
で
個
々
の
計

画
策
定
の
た
め
の
個
別
施
設
の
評
価
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を

踏
ま
え
、
全
庁
的
な
視
点
に
立
っ
た
公
共
施
設
長
寿
命
化
・修

繕
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

み
ん
な
で
創
る
持
続
可
能
な
ま
ち

６

に
ぎ
わ
い
が
あ
り 

安
全
で
快
適

な
暮
ら
し
の
あ
る
ま
ち

５
広報おおさかさやま 2018.1109

○
水
道
施
設
整
備
事
業　
　

１
億
９
９
５
９
万
５
千
円

　
水
道
水
を
安
全
に
安
定
し
て
提
供
す
る
た
め
、
老
朽
化
し

た
送
配
水
管
な
ど
老
朽
管
路
の
更
新
お
よ
び
耐
震
化
を
進
め

ま
し
た
。


